
　 谷  和  原  管  理  事  務  所　 

東日本高速道路株式会社 関東支社

常 磐 自 動 車 道

三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事

令 和 ７年 １１月

・契約参考図書は、率計上項目や概算数量等を指示する資料であり、

　設計書第１条にいう設計図書でない。（請負契約上拘束力しない）

・当該内容は、受注後に協議を開始する項目であるため、内容に関する質問は

　受付けない。



図面目次

図面名称 備考 図面名称 備考

1

2

4

5

6

江戸川橋（上り線）　A2橋台転落防止柵撤去図

7

江戸川橋（上り線）　A2橋台転落防止柵改良図

8

江戸川橋（下り線）　A2橋台転落防止柵撤去図

9

江戸川橋（下り線）　A2橋台転落防止柵改良図

10

11

江戸川橋（上り線）　P3橋脚既設落橋防止構造撤去図

12

江戸川橋（下り線）　P3橋脚既設落橋防止構造撤去図

13

14

15

16

17

18

今上川橋（上り線）　P1橋脚検査路撤去図

19

今上川橋（上り線）　P1橋脚検査路改良図（その1）

20

今上川橋（上り線）　P1橋脚検査路改良図（その2）

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

3

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

利根川橋（上り線）　A1橋台排水装置撤去図

利根川橋（上り線）　A1橋台排水装置改良図（その1）

利根川橋（上り線）　A1橋台排水装置改良図（その2）

小貝川橋（上り線）　A1橋台排水装置撤去図

小貝川橋（上り線）　A1橋台排水装置改良図

小貝川橋（上り線）　A2橋台排水装置撤去図

小貝川橋（上り線）　A2橋台排水装置改良図（その1）

小貝川橋（上り線）　A2橋台排水装置改良図（その2）

小貝川橋（上り線）　A1橋台下部工検査路撤去図

小貝川橋（上り線）　A1橋台下部工検査路改良図（その1）

小貝川橋（上り線）　A1橋台下部工検査路改良図（その2）

小貝川橋（上り線）　A1橋台下部工検査路改良図（その3）

小貝川橋（上り線）　A1橋台下部工検査路改良図（その4）

小貝川橋（上り線）　A2橋台下部工検査路撤去図

小貝川橋（上り線）　A2橋台下部工検査路改良図（その1）

小貝川橋（上り線）　A2橋台下部工検査路改良図（その2）

小貝川橋（上り線）　A2橋台下部工検査路改良図（その3）

小貝川橋（上り線）　A2橋台下部工検査路改良図（その4）

数量総括表

小貝川橋　水管橋詳細図（その1）

小貝川橋　水管橋詳細図（その2）

小貝川橋　水管橋詳細図（その3）

小貝川橋　水管橋詳細図（その4）

小貝川橋　水管橋撤去仮設図（その1）

小貝川橋　水管橋撤去仮設図（その2）

小貝川橋　水管橋撤去工事用道路計画

土取場・土捨場配置図



数量総括表

事 務 所 名

施工会社名

設計会社名

縮　　尺

図面の種類

図面番号 ／

三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事

常磐自動車道

数量総括表

ー

谷和原管理事務所

東日本高速道路株式会社 関東支社

1     36



S= 1:100利根川橋(上り線) A1橋台排水装置撤去図

正面図 側面図(外側）

平面図

700 13750 950

15400

G2R G2L
G1R G1L

2332 2821 3426 2821 2350

1830100

P1側

A1

1750 1750

3500

15750

1
7
50

1
7
50

3
5
00

P
1側

A1

15750

83
°

G2R

G2L

G1R

G1L

4
00

250

S-3

S-3

S-3

1
5
00

1
5
00

1
0
00

6
00

5
0
00

3
00

S-3

180

数　量　表

250

45°エルボ

受桝

1
3
00

1
5
00

1
3
00

4
6
00

424

300

1
80

縁端拡幅

縁端拡幅

縁端拡幅

2
0
00

側面図(内側）

100

P1側

A1

縁端拡幅

S-1

S-3

S-3

S-3

S-3

S-1

2
50

1
37

3
00

3
00

項　　目 単位 数量

排水装置 ｍ 1.7

種　別

排水管Ａ

撤去設置工 5.0排水管Ａ

撤去工 1.6排水管Ａ

ｍ

ｍ

／

1:100縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

利根川橋(上り線) 

A1橋台排水装置撤去図

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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S= 1:100利根川橋(上り線) A1橋台排水装置改良図(その1)

正面図

平面図

700 13750 950

15400

G2R G2L
G1R G1L

2332 2821 3426 2821 2350

1830100

P1側

A1

1750 1750

3500

15750

1
7
50

1
7
50

3
5
00

P
1側

A1

15750

83
°

G2R

G2L

G1R

G1L

5
00

250

1
4
00

1
5
00

1
0
00

6
00

5
0
00

3
00

S1

430

250

45°エルボ

受桝

1
3
00

1
5
00

1
3
00

4
6
00

300

1
80

縁端拡幅
縁端拡幅

縁端拡幅

2
0
00

再利用

側面図(外側）

側面図(内側）

100

P1側

A1

縁端拡幅

排水管
再利用

排水管
新規

排水管
新規

排水管
再利用

4
30

新規数量

チーズ管    1個L1

再設置数量

取付金具   2個S1

取付金具   2個S2

2-45°エルボ

1-受桝

1-VP　200A×30411

L1
L1

S1

S2

S2

300

S1

S1

S2

S2

5
00

1
4
00

1
5
00

1
0
00

2
00

1

再利用

2

再利用

1-VP　200A× 3002

Y1
再利用

チーズ管    1個Y1

1-取付金具

取付金具
再利用

取付金具
再利用

2
50

3
00

3
00

300

／

1:100縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

利根川橋(上り線) 

A1橋台排水装置改良図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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チーズ管詳細

利根川橋(上り線) A1橋台排水装置改良図(その2)

ものとする。
ボルト･ナットはゆるみ止め機能を有する

  但しボルト･ナット類及び板厚3.2mm未満の部材は、

  亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZ55 とする。

2.※印以外の部材は、溶融亜鉛メッキとする。

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注記)

  JIS H8641 HDZ35 とする。

R450

R450

φ165

79°
25'35"

1
32

3
00

7
00

4
00

3
00

1
7
00

300

132

L1

製作数 : 1

1- VP 150A×300(スリーブ付)

1- VP 150A×1819(スリーブ付)

7
39

2
51

275

2
51

1
71

塩ビ溶接

250

S=1:50

2-φ20孔

4-φ14孔

55 234 55

344

6
1
62

6
6

1
80

25 30 234 30 25

344

25
50

25

1
00

25 30 234 30 25

344

50
501
00

6

6

5

ゴム t=3mm

2 - PL 100×6×272

2 - PL 100×6×468

4 - BN M12×40(1-U.Nut,2-W)

2 - ホールインアンカー  M16×100

2 - ゴム 100 × 3 × 340（クロロプレンゴム）（片面のり付け）

製作数：2個

S1

取付金具詳細 S=1:25

2-φ20孔

4-φ14孔

55 234 55

344

6
4
12

6
6

4
30

25 30 234 30 25

344

25
50

25

1
00

25 30 234 30 25

344

50
501
00

6

6

5

ゴム t=3mm

2 - PL 100×6×522

2 - PL 100×6×468

4 - BN M12×40(1-U.Nut,2-W)

2 - ホールインアンカー  M16×100

2 - ゴム 100 × 3 × 340（クロロプレンゴム）（片面のり付け）

製作数：2個

S2

／

図示縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

利根川橋(上り線) 

A1橋台排水装置改良図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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正面図

平面図

GA5
GA4

GA3
GA2

GA1

950 13750 700

15400
P
1側 4
83

9
17

1
4
00

A1

GA5 GA4 GA3 GA2 GA1

側面図

2175 4×3100=12400 1520

16095

460 460 460 460 460
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4
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1
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1
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S-4

S-4

S-4

3
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00

2
0
00

S-4

1
1
00

S-4
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P1側

A1

390 941

S-3'

1331

1517.582.5

1
5
61

2
00

3
00

2
76

S-1

6
50

400

GA1

P1側

A1

390 941

S-3'

1331

82.5

GA3

数量表

630 540

1
00

1
60 2
60

1477.5

4000

45°エルボ

4
00

1
4
50

3
6
01

3
7
45

44

4000

44

1
1
00

2
0
00

3
4
00

3
5
44

S-4

S-4

S-4

S-4

1
4
50

45°エルボ

項　　目 単位 数量

撤去設置工 ｍ 20.0

種　別

排水管Ａ

／

1:100縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

S=1:100

小貝川橋(上り線)

A1橋台排水装置撤去図

小貝川橋(上り線) A1橋台排水装置撤去図

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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正面図

平面図

GA5
GA4

GA3
GA2

GA1

950 13750 700

15400
P
1側 4
83

9
17

1
4
00

A1

GA5 GA4 GA3 GA2 GA1

側面図

2175 4×3100=12400 1520

16095

460 460 460 460 460

540

4
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1
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3
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1
4
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S-4

S-4

S-4

3
4
00

2
0
00

S-4

1
1
00

S-4

430

P1側

A1

390 941

S-3'

1331

1517.582.5

1
5
61

2
00

3
00

2
76

S-1

6
50

400

GA1

P1側

A1

390 941

S-3'

1331

82.5

GA3

630 540

1
00

1
60 2
60

1477.5

4000

45°エルボ

4
00

1
4
50

3
6
01

3
7
45

44

4000

44

1
1
00

2
0
00

3
4
00

3
5
44

S-4

S-4

S-4

S-4

1
4
50

45°エルボ

再利用 再利用

受桝
再利用 受桝

再利用

1

再利用

1

再利用

2

再利用

3

再利用

Y3
再利用

Y1
再利用 Y2

再利用

再設置数量

2-45°エルボ

2-受桝

2-VP　150A×40001

1-VP　150A×34082

1-VP　150A×27573

チーズ管    1個Y1

チーズ管    1個Y2

12-取付金具

／

1:100縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

S=1:100

小貝川橋(上り線)

A1橋台排水装置改良図

小貝川橋(上り線) A1橋台排水装置改良図

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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正面図

平面図

GA5
GA4

GA3
GA2

GA1

950 13750 700

15400

1
4
00

7
00

7
00

A2

P
4側

GA5 GA4 GA3 GA2 GA1

2086 4×3100=12400 1457

15943

450 360 360 360 450

15943

4
00

2
0
00

S-4

S-4

470360

側面図

P4側

A2

390941

2000160

1400 600

S-3'

82.5

GA3

P4側

A2

390941

2000160

1400 600

S-3'

1331

1517.5 82.5

GA1

2
00 1
6
43

2
00

3
00

3
79

S-1

6
50

400

1331

470
360

2050 3086 3150 3100 3050 1507

1
60

数量表

1
60

1
00 2
60

8
25

1
5
00

S-4

S-4

1477.5

1
8
63

45°エルボ

1
5
00

8
25

2
5
06

4
00

2
0
00

45°エルボ

2
93

7
43

44

12
4

44

12
4

項　　目 単位 数量

排水装置 ｍ 6.9

種　別

排水管Ａ

撤去設置工 ｍ 4.7排水管Ａ

撤去工 ｍ 5.7排水管Ａ

／

1:100縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

S=1:100

小貝川橋(上り線)

A2橋台排水装置撤去図

小貝川橋(上り線) A2橋台排水装置撤去図

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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正面図

平面図

GA5
GA4

GA3
GA2

GA1

950 13750 700

15400

1
4
00

7
00

7
00

A2

P
4側

GA5 GA4 GA3 GA2 GA1

2086 4×3100=12400 1457

15943

450 360 360 360 450

15943

360 970

150

1458

500
958

360 650

2050 3086 3150 3100 3050 1507

1
60

1
00 2
60

360 610

150
1405

500
905

1
5
00

8
25

S1

S1

2

再利用

受桝
再利用

受桝
再利用

4
00

2
0
00

S1

S1

1

再利用

側面図

P4側

A2

2000160

1400 600

1577.5 82.5

GA1

1
6
43

3
00

3
00

2
79

400Y1

P4側

A2

500961

2000160

1400 600

45°エルボ

82.5

GA3

2
00

1461

再利用

L2 S2

1477.5

新規数量

取付金具   1個B1チーズ管    1個L1

チーズ管    1個L2

チーズ管    1個Y1

再設置数量

2-45°エルボ

2-受桝

取付金具   4個S1

取付金具   2個S2

1-VP　150A×25061

1-VP　150A×18632

500908

1408

L1 S2

6
50

B1

650

2
5
06

1
8
63

4
00

2
0
00

45°エルボ

再利用

1
5
00

8
25

44

12
4

12
4

44
7
43

2
93

Y1

500

500

M1

1-VP　150A×500M1

／

1:100縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

S=1:100

小貝川橋(上り線) 

A2橋台排水装置改良図(その1)

小貝川橋(上り線) A2橋台排水装置改良図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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ものとする。
ボルト･ナットはゆるみ止め機能を有する

  但しボルト･ナット類及び板厚3.2mm未満の部材は、

  亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZ55 とする。

2.※印以外の部材は、溶融亜鉛メッキとする。

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注 記)

  JIS H8641 HDZ35 とする。

チーズ管詳細

Y1

製作数 : 1

A - A

A

A
1
9
43

φ216
3
00

4
50

15
1
1
78

3.0 %

485

1
9
43

φ216

3
00

4
50

15
1
1
78

88
°
16
'5
4"

400

φ
2
1 6

1- VP 200A×855

1- VP 200A×400(スリーブ付)

1- VP 200A×695

1- VP 200A×1283

塩ビ溶接

塩ビ溶接

2
00

1461

99

1458

塩ビ溶接

1- VP 150A×277

1- VP 150A×1538(スリーブ付)

132

φ
1
6 5

L2

製作数 : 1

6
50

1408

95

1405

塩ビ溶接

1- VP 150A×727

1- VP 150A×1485(スリーブ付)

132

φ
1
6 5

L1

製作数 : 1

S=1:50

4

16
5φ

6

6

6

6
6
6

156

80

ﾎ-ﾙｲﾝｱﾝｶ- M16
55 183 55

293

6
1
42

6
6

1
60

25 30 183 30 25

293

25
50

25

1
00

25 30 183 30 25

293

50
501
00

6

6
5

ゴム t=3mm

2 - PL 100×6×264

2 - PL 100×6×388

4 - BN M12×40(1-U.Nut,2-W)

2 - ホールインアンカー  M16×100

2 - ゴム 100 × 3 × 264（クロロプレンゴム）（片面のり付け）

2-φ20孔

4-φ14孔

製作数：4個

S1

取付金具詳細 S=1:25

φ
21
6

6

4030

90

20

（Conn.PL 側）

18x30 長孔 25

3025

25
501
00

4

25

6

10
25

50 1
00

φ18ボルト孔

228 2530

25

560

30 366 28820

製作数：1個

B1

 1 - PL 100×8×90(SM400A)

 1 - PL 100×6×421

 2 - PL 100×6×451

 6 - BN M16×40(1-U.Nut,2-W)

※

製作数：2個

S2

6

1
20

60
60

140

30 80 30

67667

10
1
00

10

25
25

1
00

25 25

18750 50

25

25

4-14φ孔

1 - PL 120×8×140 

1 - PL 100×6×57

2 - PL 100×6×367

4 - BN  M12×40 <1-U.Nut,2-W>

2 - ホールインアンカー  M16×100

2-20φ孔

60
601
20 50

／

図示縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

小貝川橋(上り線) 

A2橋台排水装置改良図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線) A2橋台排水装置改良図(その2)

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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側　面　図

今上川橋(上り線) P1橋脚検査路撤去図 S=1:75

   作図を行っている。

注記）

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは全て完成図を基に

2.部材加工・製作に際しては現地計測を行い実測結果を反映すること。

3.アンカーボルトの削孔は部材製作前に鉄筋探査を行い既設鉄筋を切断

  しない位置とすること。

  また，アンカー位置を部材製作に反映すること。

P1橋脚検査路撤去図

1:75縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

今上川橋(上り線)

正　面　図

平　面　図

B - B

953 13799 703

15455

1500500015002100

2700250 250

1700 1000

P1

A2側

12200

1.92%

1.913%

G3
G4

2350 8850800 50100

5
6
3
0

既設昇降梯子撤去

200 7×1000=7000 200725725200975 975 200 800

750 1600

2
2
00

1
2
00

5501550200

450150 159

50

750 1600

2350

2100

12002200

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

900 150130

ブラケット②

ブラケット①

B

B

A - A

A

A

ブラケット③ ブラケット③ ブラケット③ ブラケット③ ブラケット③ ブラケット③

1 - Pipe  25A x 1180 (SGP)

撤去材料

1 - Pipe  25A x 2715 (SGP)

6 - Pipe  15A x 1180 (SGP)

2 - Pipe  15A x  874 (SGP)

12 - PL   150 x 6 x 180

24- BN    M16 x 40(2-W)

検査路 IS-1

6 - Pipe  15A x  781 (SGP)

2 - Pipe  15A x  150 (SGP)

1 - Pipe  25A x 765 (SGP)

撤去材料

2 - Pipe  25A x 1180 (SGP)

2 - Pipe  15A x  150 (SGP)

2 - Pipe  15A x  224 (SGP)

4 - PL    150 x 6 x 180

8 - BN    M16 x 40(2-W)

検査路 IS-1

1 - Pipe  25A x 2630 (SGP)

1 - Pipe  25A x  565 (SGP)

6 - Pipe  25A x 1180 (SGP)

6 - Pipe  15A x  752 (SGP)

12 - PL   150 x 6 x 180

24- BN    M16 x 40(2-W)

4 - Pipe  15A x  150 (SGP)

2 - Pipe  15A x  224 (SGP)

1 - Pipe  25A x  737 (SGP)

2 - Pipe  25A x 1180 (SGP)

1 - Pipe  25A x  238 (SGP)

2 - Pipe  15A x  343 (SGP)

4 - PL    150 x 6 x 180

8 - BN    M16 x 40(2-W)

2 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  545

2 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  590

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 3553

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  550

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 2635

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 1269

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  250

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  500

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  750

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 2720

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 1200

1 - Floor PL  1130  x 3.2 x 4118

1 - PL  250 x 9 x 1413

8 - BN  M16 x 45(2-W)

1 - PL  250 x 9 x 1427

53- BN  M12 x 35(2-W)

1 - PL 250  x  9 x 2301

撤去材料

1 - PL 312  x  9 x 2291

1 - PL 270  x  9 x 700

1 - PL 170  x  9 x 350

8 - ホールインアンカー M16

ブラケット①

1 - PL 150  x  9 x 2311

製作数：1

撤去材料
検査路IS-1

1 - PL 250  x  9 x 1594

1 - PL 312  x  9 x 1493

1 - PL 270  x  9 x 700

1 - PL 170  x  9 x 350

8 - ホールインアンカー M16

ブラケット②

1 - PL 150  x  9 x 1572

製作数：1

1 - PL 200  x 10 x 350

1 - PL 180  x 10 x 700

1 - PL 100  x 10 x 731

4- BN    M16 x 40

4 - ホールインアンカー #78S

ブラケット③

1 - PL 310  x  9 x 690

製作数：6

2 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 2350

2 - L  75  x 75 x 6 x 490

1 - Floor PL  480  x 3.2 x 2350

2 - FB  50  x 6 x 490

2 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 8850

2 - L  75  x 75 x 6 x 490

1 - Floor PL  480  x 3.2 x 8850

8 - FB  50  x 6 x 490

1 - Pipe  25A x 2350 (SGP)

撤去材料

4 - Pipe  15A x  187 (SGP)

4 - Pipe  15A x  899 (SGP)

6 - PL    150 x 6 x 150

12- BN    M16 x 40

検査路IS-2

1 - Pipe  25A x 8850 (SGP)

撤去材料

4 - Pipe  15A x  187 (SGP)

4 - Pipe  15A x  699 (SGP)

20- PL    150 x 6 x 150

40- BN    M16 x 40

検査路IS-3

3 - Pipe  25A x 1180 (SGP) 10- Pipe  25A x 1180 (SGP)

14- Pipe  15A x  974 (SGP)

IS-2 IS-3

IS
-1

2
7
00

1
0
00

1
7
00

P
1

A
2側

6
00

1
1
00

2
00

5
00

4.特記なき材質は、全てSS400とする。

項　　目 種　 別 単位

数量表

数量

撤去設置工 検査路B kg 1539.0

撤去工 検査路B kg    6.0

検査路 B kg   11.0

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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今上川橋(上り線) P1橋脚検査路改良図（その1） S=1:75

P1橋脚検査路改良図（その1）

1:75縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

今上川橋(上り線)

注記）

 1.製作は現地にて再度寸法を計測し確認後行なうこと。
 2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋

  すること。
  を切らないよう、アンカー削孔位置の調整を

側　面　図

正　面　図

平　面　図

B - B

953 13799 703

15455

1500500015002100

2700250 250

1700 1000

P1

A2側

12200

新設RC縁端拡幅

1.92%

1.913%

G3
G4

250

1
5
00

新設RC縁端拡幅

2350 8850800 50100

5
6
3
0

既設昇降梯子再設置

200 7×1000=7000 200725725200975 975 200 800

750 1600

2
2
00

1
2
00

5501550200

450150 159

50

750 1600

2350

2100

12002200

3
70

3
70

3
60

1
1
00

1
00

900 150130

ブラケット②

ブラケット①

B

B

A - A

A

A

ブラケット③ ブラケット③ ブラケット③ ブラケット③ ブラケット③ ブラケット③

1 - Pipe  25A x 1180 (SGP)

再設置材料

1 - Pipe  25A x 2715 (SGP)

6 - Pipe  15A x 1180 (SGP)

2 - Pipe  15A x  874 (SGP)

12 - PL   150 x 6 x 180

24- BN    M16 x 40(2-W)

検査路 IS-1

6 - Pipe  15A x  781 (SGP)

2 - Pipe  15A x  150 (SGP)

1 - Pipe  25A x 765 (SGP)

再設置材料

2 - Pipe  25A x 1180 (SGP)

2 - Pipe  15A x  150 (SGP)

2 - Pipe  15A x  224 (SGP)

4 - PL    150 x 6 x 180

8 - BN    M16 x 40(2-W)

検査路 IS-1

1 - Pipe  25A x 2630 (SGP)

1 - Pipe  25A x  565 (SGP)

6 - Pipe  25A x 1180 (SGP)

6 - Pipe  15A x  752 (SGP)

12 - PL   150 x 6 x 180

24- BN    M16 x 40(2-W)

4 - Pipe  15A x  150 (SGP)

2 - Pipe  15A x  224 (SGP)

1 - Pipe  25A x  737 (SGP)

2 - Pipe  25A x 1180 (SGP)

1 - Pipe  25A x  238 (SGP)

2 - Pipe  15A x  343 (SGP)

4 - PL    150 x 6 x 180

8 - BN    M16 x 40(2-W)

2 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  545

2 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  590

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 3553

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  550

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 2635

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 1269

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  250

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  500

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x  750

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 2720

1 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 1200

1 - Floor PL  1130  x 3.2 x 4118

1 - PL  250 x 9 x 1413

8 - BN  M16 x 45(2-W)

1 - PL  250 x 9 x 1427

53- BN  M12 x 35(2-W)

1 - PL 250  x  9 x 2301

再設置材料

1 - PL 312  x  9 x 2291

1 - PL 270  x  9 x 700

1 - PL 170  x  9 x 350

ブラケット①

1 - PL 150  x  9 x 2311

製作数：1

再設置材料
検査路IS-1

1 - PL 250  x  9 x 1594

1 - PL 312  x  9 x 1493

1 - PL 270  x  9 x 700

1 - PL 170  x  9 x 350

ブラケット②

1 - PL 150  x  9 x 1572

製作数：1

1 - PL 200  x 10 x 350

1 - PL 180  x 10 x 700

1 - PL 100  x 10 x 731

4- BN    M16 x 40

ブラケット③

1 - PL 310  x  9 x 690

製作数：6

2 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 2350

2 - L  75  x 75 x 6 x 490

1 - Floor PL  480  x 3.2 x 2350

2 - FB  50  x 6 x 490

2 - [  100  x 50 x 5 x 7.5 x 8850

2 - L  75  x 75 x 6 x 490

1 - Floor PL  480  x 3.2 x 8850

8 - FB  50  x 6 x 490

1 - Pipe  25A x 2350 (SGP)

再設置材料

4 - Pipe  15A x  187 (SGP)

4 - Pipe  15A x  899 (SGP)

6 - PL    150 x 6 x 150

12- BN    M16 x 40

検査路IS-2

1 - Pipe  25A x 8850 (SGP)

再設置材料

4 - Pipe  15A x  187 (SGP)

4 - Pipe  15A x  699 (SGP)

20- PL    150 x 6 x 150

40- BN    M16 x 40

検査路IS-3

3 - Pipe  25A x 1180 (SGP) 10- Pipe  25A x 1180 (SGP)

14- Pipe  15A x  974 (SGP)

再設置検査路 IS-2 再設置検査路 IS-3

再
設
置
検
査
路
 I
S-
1

1
5
00

新設RC縁端拡幅

2
7
00

1
0
00

1
7
00

P
1

A
2側

6
00

1
1
00

2
50

2
00

5
00

2
501
25

1
25

C

C

側　面　図

C - C

2700250 250

1700 1000

P1

A2側

新設RC縁端拡幅

250729

100
100
54

新設材料
検査路IS-3

1 - Pipe  25A x 200 (SGP)

1 - Pipe  25A x 1180 (SGP)

4 - Pipe  15A x  100 (SGP)

2 - PL    150 x 6 x 150

4 - BN    M16 x 40

新設材料

8 - ホールインアンカー  M16 x 125

ブラケット 製作数：1

新設材料

8 - ホールインアンカー  M16 x 125

ブラケット 製作数：1

新設材料

4 - ホールインアンカー  M22 x 200

ブラケット 製作数：6

再設置材料

再設置材料

 3.特記なき材質は、全てSS400とする。

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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今上川橋(上り線) P1橋脚検査路改良図（その2） S=1:25

P1橋脚検査路改良図（その2）

1:25縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

今上川橋(上り線)

注記）

 1.製作は現地にて再度寸法を計測し確認後行なうこと。
 2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋

  すること。
  を切らないよう、アンカー削孔位置の調整を

4006 6

1
5×

35
0=
52
50

2
00

5
6
30

1
80

5
×
1
05
0=
52
50

2
00

1
80

R3
2.
5

3
×
1
05
0=
31
50

1
2
50

5
6
30

1
2
30

150

65

撤 去 図

4006 6

1
5×

35
0=
52
50

2
00

5
6
30

1
80

5
×
1
05
0=
52
50

2
00

1
80

R3
2.
5

3
×
1
05
0=
31
50

1
2
50

5
6
30

1
2
30

150

65

改 良 図
400

65

50

150

65

50

250 250

250

2 - FB 65  x 6 x 5630

撤去材料

16- RB 22φ x 400(SR24)

4 - FB 50  x 6 x 1839

12- ホールインアンカー #78S

梯子 製作数：1

4 - FB 65  x 6 x 485

8 - FB 65  x 6 x 235

2 - FB 65  x 6 x 5630

再設置材料

16- RB 22φ x 400(SR24)

4 - FB 50  x 6 x 1839

8 - FB 65  x 6 x 235

梯子 製作数：1

新設材料

12 - ホールインアンカー  M22 x 200

ブラケット 製作数：1

4  - FB 65  x 6 x 235

昇降梯子  撤去・再設置工

 3.特記なき材質は、全てSS400とする。

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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1.現場実測の上、製作及び施工を行うこと。

注記)

S= 1:100小貝川橋(上り線) A1橋台下部工検査路撤去図

正面図

平面図

16016

P
1側 4
83

9
17

1
4
00

A1

側面図

P1側

A1

2175 4x3100=12400 1520

16095

B1

7
001
0
00

1
00

B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1

1
0
00

1
00

10 600
検査路-B

撤去数量 全2組

 1-PIPE 25Ax 3983(SGP)

 4-PIPE 25Ax 1090(SGP)

 6-PIPE 15Ax 974(SGP)

 2-PIPE 15Ax 868(SGP)

 2-PIPE 15Ax 87(SGP)

 2-[ 100x50x5x7.5x3985

 2-L 100x75x7x 590

 1-Ch. PL 550x3.2x3972

 3-FB 50x6x590

項　　目 単位 数量

数量表

撤去工 kg 1073.0

撤去数量 全1組

 1-PIPE 25Ax 4053(SGP)

 4-PIPE 25Ax 1090(SGP)

 6-PIPE 15Ax 974(SGP)

 2-PIPE 15Ax 868(SGP)

 2-PIPE 15Ax 87(SGP)

 2-[ 100x50x5x7.5x3985

 2-L 100x75x7x 590

 1-Ch. PL 550x3.2x3972

 4-FB 50x6x590

撤去数量 全1組

 1-PIPE 25Ax 3789(SGP)

 4-PIPE 25Ax 1090(SGP)

 4-PIPE 15Ax 974(SGP)

 2-PIPE 15Ax 868(SGP)

 2-PIPE 15Ax 830(SGP)

 2-[ 100x50x5x7.5x3956

 2-L 100x75x7x 590

 1-Ch. PL 550x3.2x4043

 4-FB 50x6x590

検査路-A

撤去数量 全1組

 1-PIPE 25Ax 2306(SGP)

 1-PIPE 25Ax 596(SGP)

 4-PIPE 25Ax 1090(SGP)

 2-PIPE 15Ax 1274(SGP)

 2-PIPE 15Ax 937(SGP)

 2-[ 100x50x5x7.5x2510

 2-L 100x75x7x 590

 1-Ch. PL 550x3.2x2490

 2-FB 50x6x590

検査路-B

 2-PIPE 15Ax 324(SGP)

 2-PIPE 15Ax 177(SGP)

P1側

A1

1
0
00

1
00

60010

7
00 1
0
00

1
00

2510

B1 B1

9101300300

検査路-B

A-A B-B

6
00

3951103990103990103990

100099595 1000 995 1000995 1000 995 1000995 1000 8561000 9951000900 100

2
510

10

600

A

A

B

B

検査路-B

検査路-A

15951

撤去数量 全11組

 1-PL 150x 8x 620

 1-PL 150x 8x 394

 1-PL 100x 8x 602

 1-PL 100x 8x 282

 1-L 75x75x6x 560

ブラケットB1

 4-BN M16x40

 6-HAWK ANC M16

撤去排水管 撤去排水管

5
50

15951

種　別

検査路Ｂ

検査路 kg 1829.0Ｂ

／

東日本高速道路株式会社　関東支社

1:100縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線)

A1橋台下部工検査路撤去図

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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1.現場実測の上、製作及び施工を行うこと。

注記)

S= 1:100小貝川橋(上り線) A1橋台下部工検査路改良図(その1)

正面図

平面図

P
1側 4
83

9
17

1
4
00

A1

2175 4x3100=12400 1520

16095

6690

200 1000 1500 1700 1500 600 1500 1500 1500 1600 1500 650 254

検査路-B

20 9374

検査路-A

190 600190

16016

416 3200 3100 3100 3100 2850 250

B2
B2 B2

B2 B2 B2

検査路-B

検査路-A

7
00

側面図

P1側

A1

P1側

A1

A-A B-B

P1側

A1

C-C

680350 930100

1370

B1B1
検査路-C

A B

A B

C

C

81

3
00
0

検査路-C

1
00

9
30

改良排水管 改良排水管

300

7
00

8
50

8
50

150 1000 1500 1700 1500 600 1500 1500 1500 1600 1500 650 200

6640

190

20

190 600
9240

1
50

下り線検査路

D

D

P1側

A1

D-D

930100

8
50

／

東日本高速道路株式会社　関東支社

1:100縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線)

A1橋台下部工検査路改良図(その1)

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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S= 1:50小貝川橋(上り線) A1橋台下部工検査路改良図(その2)

2. 特記なきスカーラップは、全てR=35とする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注 記

3. ※印部材以外は、全て溶融亜鉛メッキとする。

付着量はJIS H 8641のHDZ55とする。

尚、ボルト、ナット及び板厚3.2mm未満の

鋼材はJIS H 8641 HDZ35とする。

6mm未満の鋼板は、メッキ前にブラスト処理とする。

4. Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナット

   を使用すること。

150 1000 1500 1700 1500 600 1500 1500 1500 1600 1500 650

6640

190

20

190 600

9240

200

検査路-A詳細 検査路-B詳細

16084

400 3200 3100 3100 3100 2850 334

B2 B2 B2 B2 B2 B2

A

A

B

B

製作数：1 製作数：1

製作数：1 製作数：1

6690

200 1000 1500 1700 1500 600 1500 1500 1500 1600 1500 650 254

20 9374

190 600190 81

16084

100 200 4x217.5=870 60 7x205.7=1440 60 220 6x200=1200 220 60 7x205.7=1440 60 235 235 200 90 90 200 235 235 60 7x205.7=1440 60 220 5x200=1000 220 60 7x205.7=1440 60170 6x200=1200 17060 7x205.7=1440 60180 160 180 200 154

6690 300 6000 300 924

検査路-A 検査路-B

20 1850

検査路-C

1
00

9
30

1
65

3
x2
00
=6
00

1
65

1800 1800 1800 1800 1800

1300 2000 20001800940 940 1000

 2 - L    65 x 65 x 6 x 1258

 6 - PL   80 x 12 x 285(SM400A)

24 - B.N M16 x 45(2-W付)

10 - U.Bolt 呼び 32C

12 - U.Bolt 呼び 15C

 1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 6640(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 6640(STK400)

製作数：1

 2 - L    65 x 65 x 6 x 1258

 8 - PL   80 x 12 x 285(SM400A)

32 - B.N M16 x 45(2-W付)

14 - U.Bolt 呼び 32C

16 - U.Bolt 呼び 15C

 1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 9240(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 9240(STK400)

 4 - L    65 x 65 x 6 x 1433

 2 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 1800(STK400)  3 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 1800(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1300(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 2000(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x  940(STK400)

 6 - L    65 x 65 x 6 x 1433

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x  940(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1800(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1000(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 2000(STK400)

2-[ 100x50x5x7.5x6690

5-FB 90x9x920

 1-PL 80x9x910(SM400A)

74-BN M10x30 （1-W,1-TW）

 2-Ch.PL 890x3.2x1498(SS400相当品)

1-[ 100x50x5x7.5x930

8-L 50x50x6x920

 1-Ch.PL 890x3.2x1179(SS400相当品)

1-L 75x75x6x920  1-Ch.PL 890x3.2x1698(SS400相当品)

 1-Ch.PL 890x3.2x764(SS400相当品)

 2-PL 160x9x910(SM400A)

1-[ 100x50x5x7.5x9374

7-FB 90x9x920

 1-PL 80x9x910(SM400A)

104-BN M10x30 （1-W,1-TW）

 4-Ch.PL 890x3.2x1498(SS400相当品)

1-[ 100x50x5x7.5x934

10-L 50x50x6x920

 1-Ch.PL 890x3.2x764(SS400相当品)

1-[ 100x50x5x7.5x1850

4-[ 100x50x5x7.5x 300

2-[ 100x50x5x7.5x 400

1-[ 100x50x5x7.5x6000

1-[ 100x50x5x7.5x 924

1-L 75x75x6x920

 1-Ch.PL 890x3.2x1598(SS400相当品)

 1-Ch.PL 890x3.2x961(SS400相当品)

 3-PL 160x9x910(SM400A)

2-L 50x50x6x670

400

3
00

400

3
00

C

C

／

東日本高速道路株式会社　関東支社

1:50縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線)

A1橋台下部工検査路改良図(その2)

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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S= 1:50小貝川橋(上り線) A1橋台下部工検査路改良図(その3)

2. 特記なきスカーラップは、全てR=35とする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注 記

3. ※印部材以外は、全て溶融亜鉛メッキとする。

付着量はJIS H 8641のHDZ55とする。

尚、ボルト、ナット及び板厚3.2mm未満の

鋼材はJIS H 8641 HDZ35とする。

6mm未満の鋼板は、メッキ前にブラスト処理とする。

4. Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナット

   を使用すること。

1330

3000

15013001300

2900

D

150

300

製作数：1

 3 - L    65 x 65 x 6 x 1258

 3 - PL   80 x 12 x 285(SM400A)

12 - B.N M16 x 45(2-W付)

 3 - U.Bolt 呼び 32C

 6 - U.Bolt 呼び 15C

 1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 2900(STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 2900(STK400)

製作数：1

2-[ 100x50x5x7.5x3000

4-FB 90x9x670

 2-PL 160x9x660(SM400A)

36-BN M10x30 （1-W,1-TW）

 2-Ch.PL 640x3.2x1479(SS400相当品)

2-[ 100x50x5x7.5x680

2-L 50x50x6x670

D

検査路-C詳細

E

E

1370 300

6
80

1
90

1
90

3
00

1
00

200

3000

100200

200

100 200 6x195=1170

1300 1300

B1 B1

1370

300

6x195=1170 60

検査路-A

E- E

100680

3
75

4
33

3
75

D- D

150

100680

150380

3
75

4
33

3
75

製作数：1

 1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 680(STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 680(STK400)

 2 - L    65 x 65 x 6 x 1258

 2 - PL  80 x 12 x 285

 2 - U.Bolt 呼び 32C

 4 - U.Bolt 呼び 15C

 8 - B.N M16 x 45(2-W付)

B - B

A - A

100930

3
75

4
33

1
75

3
75

100930

3
75

4
33

1
75

3
75

8
50

8
50

7
00

7
00

150

680300

150

3
75

4
33

3
75

製作数：1

 1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 300(STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 300(STK400)

 1 - L    65 x 65 x 6 x 1258

 1 - PL  80 x 12 x 285

 1 - U.Bolt 呼び 32C

 2 - U.Bolt 呼び 15C

 4 - B.N M16 x 45(2-W付)
8
50

C - C

／

東日本高速道路株式会社　関東支社

1:50縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線)

A1橋台下部工検査路改良図(その3)

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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S= 1:50小貝川橋(上り線) A1橋台下部工検査路改良図(その4)

300

3012012030

3
35

30
2
75

30

17562.5 62.5

1
75

50
50

φ18孔

B1

16038023416

1
75

3
7
.5

1
00

3
7
.5

19x40長孔6

100 680 10

1
75

16 774

3
35

80
1
75

80

100
6

30 100 30

6-打込式アンカーM16x125

4-BN  M16x50(2-W)

1-BASE PL 335x16x300(SM400A)

1-H  175x175x7.5x11x774

製作数：2

300

3012012030

3
35

30
1
95

30
17562.5 62.5

1
75

50
50

φ18孔

B2

支持構造

16063023416

1
75

3
7
.5

1
00

3
7
.5

19x40長孔

100 930 10

1
75

16 1024

3
35

80
1
75

80

100
6

30 100 30

8-打込式アンカーM16x125

4-BN  M16x50(2-W)

1-BASE PL 335x16x300(SM400A)

1-H  175x175x7.5x11x1024

製作数：6

6

支柱詳細

80

中間一般支柱部

1-Pipe 42.7φx2.3(STK400)

1-Pipe 21.7φx1.9(STK400)

1-Pipe 21.7φx1.9(STK400)

19φ孔

L-65x65x6

（手摺支柱)

4
2.
7φ

2
1.
7φ

20C 3035

65

6

12550

285

30 50 30

30
25
25

80

34
34

12

端支柱支点横桁部

12

2
1.
7φ

L-65x65x6

（手摺支柱)

4
2.
7φ

2
1.
7φ

20C 3035

65

34
34 2
1.
7φ

12550

285

30 50 30

56 56

1-PL 80x12x285(SM400A)

4-BN M16x45(2-W)

2. 特記なきスカーラップは、全てR=35とする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注 記

3. ※印部材以外は、全て溶融亜鉛メッキとする。

付着量はJIS H 8641のHDZ55とする。

尚、ボルト、ナット及び板厚3.2mm未満の

鋼材はJIS H 8641 HDZ35とする。

6mm未満の鋼板は、メッキ前にブラスト処理とする。

4. Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナット

   を使用すること。

5 670(920) 5

45 45

1
00 75

20

4

10
75

1
00

25
25

50 580(830) 50

L 75x75x6
G

(1-W,1-TW)

20 640(890) 20

15 610(860) 15

B B

5 670(920) 5

45 45

1
00 90

20

A A

A - A

B - B

12φ孔

M10x30

C C

10

140 380(630) 140

10660(910)

19x40長孔

10
60

C - C

FB 90x9

架け違い部

1
60

30
1
00

30

19x40 長孔

支持構造 取付け板

9
1
00

4

5670(920)5

140380(630)140

10660(910)10

660(910)10 10

15 610(860) 15

20 640(890) 20

20

CH-100x50x5x7.5

50 580(830) 50

100 380(630) 100

端部詳細

4

50 580(830) 50

15 610(860) 15

20 640(890) 20

60

50
10

50

5

45

670(920) 5

2050

1
00

4
1

1

L- 50×50×6

中間部

150

"d"

"c"

"b"

"a"

Ch.PL t=3.2

20C

3
50

3
75

3
75
(5
5
0)

10
10

1
25
8.
2(
14
33
.
2)

75
1
10
0(
12
7
5)

1
03
.2

5050

680(930)

L-75x75x6

検査路断面

M10 Uボルト

(32A)(C形)

M10 Uボルト

(15A)(C形)

L-65x65x6

12100

S=1:7.5"d"部詳細

S=1:7.5"c"部詳細

S=1:7.5"b"部詳細S=1:7.5"a"部詳細

4
2.
7φ

35 30

65

2
1.
7φ

35 30

65

(ネジ切り長)30

251012

4710

34

R12

M10x47

M10-1種ナットM10-3種ナット

(1-W,1-TW)

1520

1535

50

3
.2

1
00 BN M10x30

30

252023

6810

56

75

M10-3種ナット

M10-1種ナット

M10x60

R23

(ネジ切り長)

50

3
.2

1
00

6

R2
0

20

支柱(L形鋼)に溶接

50

12

PL 22x5x22

22

テーパー座金詳細

4
2
2

11φ
孔

S=1:5
2

3
.2

5
0

60

50
10

50

1 - 1

2

S=1:12.5

／

東日本高速道路株式会社　関東支社

図示縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線)

A1橋台下部工検査路改良図(その4)

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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S= 1:100小貝川橋(上り線) A2橋台下部工検査路撤去図

正面図

平面図

15943

1
4
00

7
00

7
00

A2

P
4側

6
00

側面図

P4側

A2

1.現場実測の上、製作及び施工を行うこと。

注記)

2086 3x3100=12400 1457

15943

3925103990103990103990

100099595

6
00

10

1000 995 1000995 1000 995 1000995 1000 8301000 9951000900 100

1
0
00

1
00

600 10

7
00

撤去数量 全2組

 1-PIPE 25Ax 3983(SGP)

 4-PIPE 25Ax 1090(SGP)

 6-PIPE 15Ax 974(SGP)

 2-PIPE 15Ax 868(SGP)

 2-PIPE 15Ax 87(SGP)

 2-[ 100x50x5x7.5x3985

 2-L 100x75x7x 590

 1-Ch. PL 550x3.2x3972

 3-FB 50x6x590

2
5
10

10

B1

7
001
0
00

1
00

B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1

1
0
00

1
00

10 600

600

A

A

B

B

A-A

P4側

A2

7
00

B-B

1
0
00

1
00

2510

B1B1

910 1300 300

検査路-B

検査路-B

検査路-A

検査路-B

撤去数量 全1組

 1-PIPE 25Ax 4053(SGP)

 4-PIPE 25Ax 1090(SGP)

 6-PIPE 15Ax 974(SGP)

 2-PIPE 15Ax 868(SGP)

 2-PIPE 15Ax 87(SGP)

 2-[ 100x50x5x7.5x3985

 2-L 100x75x7x 590

 1-Ch. PL 550x3.2x3972

 4-FB 50x6x590

撤去数量 全1組

 1-PIPE 25Ax 3763(SGP)

 4-PIPE 25Ax 1090(SGP)

 4-PIPE 15Ax 974(SGP)

 2-PIPE 15Ax 868(SGP)

 2-PIPE 15Ax 804(SGP)

 2-[ 100x50x5x7.5x3930

 2-L 100x75x7x 590

 1-Ch. PL 550x3.2x3970

 4-FB 50x6x590

検査路-A

撤去数量 全1組

 1-PIPE 25Ax 2306(SGP)

 1-PIPE 25Ax 596(SGP)

 4-PIPE 25Ax 1090(SGP)

 2-PIPE 15Ax 1274(SGP)

 2-PIPE 15Ax 937(SGP)

 2-[ 100x50x5x7.5x2510

 2-L 100x75x7x 590

 1-Ch. PL 550x3.2x2490

 2-FB 50x6x590

検査路-B

 2-PIPE 15Ax 324(SGP)

 2-PIPE 15Ax 177(SGP)

撤去数量 全11組

 1-PL 150x 8x 620

 1-PL 150x 8x 394

 1-PL 100x 8x 602

 1-PL 100x 8x 282

 1-L 75x75x6x 560

ブラケットB1

 4-BN M16x40

 6-HAWK ANC M16

撤去排水管 撤去排水管

項　　目 単位 数量

数量表

撤去工 kg 1071.0

種　別

検査路Ｂ

検査路 kg 1885.0Ｂ

／

東日本高速道路株式会社　関東支社

1:100縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線)

A2橋台下部工検査路撤去図

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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正面図

平面図

15943

1
4
00

7
00

7
00

A2

P
4側

9
30

側面図

P4側

A2

1.現場実測の上、製作及び施工を行うこと。

注記)

2086 4x3100=12400 1457

15943

680 350

1
00

検査路-C

検査路-C

6640

200

443 3150 3100 3100 3100 2800 250

1050 1500 1600 1500 600 1500 1600 1500 1600 1500 650 200

443 3150 3100 3100 3100 2800 250

108 1092 1500 1600 1500 600 1500 1600 1500 1600 1500 650 150

6590

680

150 380 150

A

A

B

B

C

C

680

A-A

P4側

A2

930 100

B-B

P4側

A2

C-C

検査路-B

300 1370

3
00

1
3
70

B2

B1 B1

B2 B2 B2 B2 B2

3
0
00

20 9340

検査路-A

検査路-C

190

20

190 600
9290

検査路-B
検査路-A

190 600190

改良排水管 改良排水管

7
00

8
50

7
00

1
50 8
50

下り線検査路

P4側

A2

930 100

D-D

8
50

D

D

S= 1:100小貝川橋(上り線) A2橋台下部工検査路改良図(その1) ／

1:100縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線)

A2橋台下部工検査路改良図(その1)

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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1050 1500 1600 1500 600 1500 1600 1500 1600 1500 650 150

6590

B2

190

20

190 600

9290

6640

200 1050 1500 1600 1500 600 1500 1600 1500 1600 1500 650 200

検査路-B

20 9340

検査路-A

B2 B2 B2 B2 B2

検査路-A詳細 検査路-B詳細

A

A

B

B

400 3150 3100 3100 3100 2750 400

6640 20 9340

1
00

9
30

製作数：1

2-[ 100x50x5x7.5x6640

5-FB 90x9x920

 1-PL 80x9x910(SM400A)

76-BN M10x30 （1-W,1-TW）

 2-Ch.PL 890x3.2x1498(SS400相当品)

1-[ 100x50x5x7.5x930

8-L 50x50x6x920

 1-Ch.PL 890x3.2x1229(SS400相当品)

製作数：1

 2 - L    65 x 65 x 6 x 1258

 6 - PL   80 x 12 x 285(SM400A)

24 - B.N M16 x 45(2-W付)

10 - U.Bolt 呼び 32C

12 - U.Bolt 呼び 15C

 1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 6590(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 6590(STK400)

製作数：1

 2 - L    65 x 65 x 6 x 1258

 8 - PL   80 x 12 x 285(SM400A)

32 - B.N M16 x 45(2-W付)

14 - U.Bolt 呼び 32C

16 - U.Bolt 呼び 15C

 1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 9290(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 9290(STK400)

検査路-C

6640 300 300 45020 2440 5850

1-L 75x75x6x920  1-Ch.PL 890x3.2x1598(SS400相当品)

 1-Ch.PL 890x3.2x764(SS400相当品)

190 600190

 2-PL 160x9x910(SM400A)

製作数：1

1-[ 100x50x5x7.5x9340

7-FB 90x9x920

 1-PL 80x9x910(SM400A)

108-BN M10x30 （1-W,1-TW）

 3-Ch.PL 890x3.2x1498(SS400相当品)

1-[ 100x50x5x7.5x930

12-L 50x50x6x920

 1-Ch.PL 890x3.2x764(SS400相当品)

1-[ 100x50x5x7.5x2440

4-[ 100x50x5x7.5x 300

2-[ 100x50x5x7.5x 400

1-[ 100x50x5x7.5x5850

1-[ 100x50x5x7.5x 450

1-L 75x75x6x920

 2-Ch.PL 890x3.2x1598(SS400相当品)

 1-Ch.PL 890x3.2x829(SS400相当品)

 3-PL 160x9x910(SM400A)

100 60 7x205.7=1440 60170 60 7x205.7=1440 60 220 225 225 90200 7x205.7=144060220225225906x200=1200 170200 200 175 175 170 60170 60 7x205.7=14406x200=1200 170 60170 60 7x205.7=14406x200=1200 170 60170 175 175 200100

1
65

3
x2
00
=6
00

1
65

2. 特記なきスカーラップは、全てR=35とする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注 記

3. ※印部材以外は、全て溶融亜鉛メッキとする。

付着量はJIS H 8641のHDZ55とする。

尚、ボルト、ナット及び板厚3.2mm未満の

鋼材はJIS H 8641 HDZ35とする。

6mm未満の鋼板は、メッキ前にブラスト処理とする。

4. Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナット

   を使用すること。

3
75

4
33

3
75

1800

1350 1900 1900 1900 950

1800 1800 1800 1800

940 940

 4 - L    65 x 65 x 6 x 1433

 2 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 1800(STK400)  3 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 1800(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1350(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1900(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x  940(STK400)

 6 - L    65 x 65 x 6 x 1433

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x  940(STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1900(STK400)

 1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x  950(STK400)

3
00

400

3
00

400

C

C

S= 1:50小貝川橋(上り線) A2橋台下部工検査路改良図(その2) ／

1:50縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線)

A2橋台下部工検査路改良図(その2)

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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3000

150 1300 1300

2900

D

150

300

製作数：1

 3 - L    65 x 65 x 6 x 1258

 3 - PL   80 x 12 x 285(SM400A)

12 - B.N M16 x 45(2-W付)

 3 - U.Bolt 呼び 32C

 6 - U.Bolt 呼び 15C

 1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 2900(STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 2900(STK400)

製作数：1

2-[ 100x50x5x7.5x3000

4-FB 90x9x670

 2-PL 160x9x660(SM400A)

36-BN M10x30 （1-W,1-TW）

 2-Ch.PL 640x3.2x1479(SS400相当品)

2-[ 100x50x5x7.5x680

2-L 50x50x6x670

D

検査路-C詳細

E

E

1370300

6
80

1
90

1
90

3
00

1
00

検査路-A

200

3000

100 200

200

1002006x195=1170

13001300

B1B1

1370

300

6x195=117060

2. 特記なきスカーラップは、全てR=35とする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注 記

3. ※印部材以外は、全て溶融亜鉛メッキとする。

付着量はJIS H 8641のHDZ55とする。

尚、ボルト、ナット及び板厚3.2mm未満の

鋼材はJIS H 8641 HDZ35とする。

6mm未満の鋼板は、メッキ前にブラスト処理とする。

4. Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナット

   を使用すること。

E - E

100680

3
75

4
33

3
75

D- D

150

100680

150380

3
75

4
33

3
75

製作数：1

 1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 680(STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 680(STK400)

 2 - L    65 x 65 x 6 x 1258

 2 - PL  80 x 12 x 285

 2 - U.Bolt 呼び 32C

 4 - U.Bolt 呼び 15C

 8 - B.N M16 x 45(2-W付)

B - B

A - A

100930

3
75

4
33

1
75

3
75

100930

3
75

4
33

1
75

3
75

8
50

8
50

7
00

7
00

150

680300

150

3
75

4
33

3
75

製作数：1

 1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 300(STK400)

 2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 300(STK400)

 1 - L    65 x 65 x 6 x 1258

 1 - PL  80 x 12 x 285

 1 - U.Bolt 呼び 32C

 2 - U.Bolt 呼び 15C

 4 - B.N M16 x 45(2-W付)
8
50

C - C

S= 1:50小貝川橋(上り線) A2橋台下部工検査路改良図(その3) ／

1:50縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線)

A2橋台下部工検査路改良図(その3)

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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3012012030

3
35

30
2
75

30

17562.5 62.5

1
75

50
50

φ18孔

B2

16038023416

1
75

3
7
.5

1
00

3
7
.5

19x40長孔6

100 680 10

1
75

16 774

3
35

80
1
75

80

100
6

30 100 30

6-打込式アンカーM16x125

4-BN  M16x50(2-W)

1-BASE PL 335x16x300(SM400A)

1-H  175x175x7.5x11x774

製作数：2

300

3012012030

3
35

30
1
95

30
17562.5 62.5

1
75

50
50

φ18孔

B1
支持構造

16063023416

1
75

3
7
.5

1
00

3
7
.5

19x40長孔

100 930 10

1
75

16 1024

3
35

80
1
75

80

100
6

30 100 30

8-打込式アンカーM16x125

4-BN  M16x50(2-W)

1-BASE PL 335x16x300(SM400A)

1-H  175x175x7.5x11x1024

製作数：6

6

中間一般支柱部

5 670(920) 5

45 45

1
00 75

20

4

10
75

1
00

25
25

50 580(830) 50

L 75x75x6
G

(1-W,1-TW)

20 640(890) 20

15 610(860) 15

B B

5 670(920) 5

45 45

1
00 90

20

A A

A - A

B - B

12φ孔

M10x30

C C

10

140 380(630) 140

10660(910)

19x40長孔

10
60

C - C

1-Pipe 42.7φx2.3(STK400)

1-Pipe 21.7φx1.9(STK400)

1-Pipe 21.7φx1.9(STK400)

19φ孔

L-65x65x6

（手摺支柱)

4
2.
7φ

2
1.
7φ

20C 3035

65

6

12550

285

30 50 30

30
25
25

80

34
34

FB 90x9

"d"

"c"

"b"

"a"

Ch.PL t=3.2

20C

3
50

3
75

3
75
(5
5
0)

10
10

1
25
8.
2(
14
33
.
2)

75
1
10
0(
12
7
5)

1
03
.2

5050

680(930)

L-75x75x6

検査路断面

M10 Uボルト

(32A)(C形)

M10 Uボルト

(15A)(C形)

L-65x65x6

12

端支柱支点横桁部

架け違い部 支柱詳細

2
1.
7φ

L-65x65x6

（手摺支柱)

4
2.
7φ

2
1.
7φ

20C 3035

65

34
34 2
1.
7φ

12550

285

30 50 30

56 56

1
60

30
1
00

30

19x40 長孔

支持構造 取付け板

9
1
00

4

5670(920)5

140380(630)140

10660(910)10

660(910)10 10

100

15 610(860) 15

20 640(890) 20

20

CH-100x50x5x7.5

50 580(830) 50

100 380(630) 100

端部詳細

4

50 580(830) 50

15 610(860) 15

20 640(890) 20

60

50
10

50

5

45

670(920) 5

2050

1
00

4
1

1

L- 50×50×6

中間部

1-PL 80x12x285(SM400A)

4-BN M16x45(2-W)

80

2. 特記なきスカーラップは、全てR=35とする。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注 記

3. ※印部材以外は、全て溶融亜鉛メッキとする。

付着量はJIS H 8641のHDZ55とする。

尚、ボルト、ナット及び板厚3.2mm未満の

鋼材はJIS H 8641 HDZ35とする。

6mm未満の鋼板は、メッキ前にブラスト処理とする。

4. Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナット

   を使用すること。

12 12

S= 1:50小貝川橋(上り線) A2橋台下部工検査路改良図(その4)

S=1:7.5"d"部詳細

S=1:7.5"c"部詳細

50

3
.2

1
00

S=1:7.5"b"部詳細S=1:7.5"a"部詳細

6

R2
0

2
0

支柱(L形鋼)に溶接

50

4
2.
7φ

35 30

65

2
1.
7φ

35 30

65

(ネジ切り長)30

251012

4710

3
4

R12

M10x47

M10-1種ナットM10-3種ナット

12

(1-W,1-TW)

1520

1535

50

3
.2

1
00 BN M10x30

30

252023

6810

5
6

7
5

M10-3種ナット

M10-1種ナット

M10x60

R23

(ネジ切り長)

PL 22x5x22

22

テーパー座金詳細

4
2
2

11φ
孔

S=1:5

2

3
.2

5
0

60

50
10

50

1 - 1

2

S=1:12.5

／

図示縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

小貝川橋(上り線)

A2橋台下部工検査路改良図(その4)

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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側　面　図

江戸川橋(上り線) A2橋台転落防止柵撤去図 S=1:75

   作図を行っている。

注記）

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは全て完成図を基に

2.部材加工・製作に際しては現地計測を行い実測結果を反映すること。

 A2橋台転落防止柵撤去図

1:75縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

江戸川橋(上り線)

正　面　図

平　面　図

G2
G1CL

CL

2
00

1
3
50

75

1108×1830=14640

1108×1830=14640

A2

P5側

3400

1625 1775

200 1350 75

3
4
00

1
7
75

1
6
25

A
2

P
5側

4
50

9 - Pipe  25A x 900 (SGP)

撤去材料

18- PL    100 x 6 x 160(SM400A)

36- ホールインアンカー  M12 x 100(SS400)

2 - L  30 x 30x 3 x 1665 (SS400)

4 - PL    100 x 6 x 200(SM400A)

8 - ホールインアンカー  M12 x 100(SS400)

2 - L  30 x 30x 3 x 1680 (SS400)

2 - □ 50 x 50x 3.2 x 2100 (STKR400)

新設RC縁端拡幅

1
6
80

1665

2
1
00

転落防止柵-A

転落防止柵-B

転落防止柵-A

転落防止柵-B

転落防止柵-A

転落防止柵-B

項　　目 種　 別 単位

数量表

上り線

転落防止柵Ａ ｍ 14.6

転落防止柵Ｂ 2.1
撤去設置工

ｍ

下り線

14.6

2.1

合計

29.2

4.2

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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側　面　図

江戸川橋(上り線) A2橋台転落防止柵改良図 S=1:75

 A2橋台転落防止柵改良図

1:75縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

江戸川橋(上り線)

正　面　図

平　面　図

注記）

 1.製作は現地にて再度寸法を計測し確認後行なうこと。

G2
G1CL

CL

2
00

1
3
50

75

1108×1830=14640

1108×1830=14640

3
4
00

1
7
75

1
6
25

A
2

P
5側

4
50

4
50

A2

P5側

3400

1625 1775

200 1350 75

450
新設

再設置材料

2 - L  30 x 30x 3 x 1680 (SS400)

新設材料

2 - L  30 x 30x 3 x 450 (SS400)

36- ホールインアンカー  M12 x 100(SS400)

9 - Pipe  25A x 900 (SGP)

18- PL    100 x 6 x 160(SM400A)

2 - L  30 x 30x 3 x 1665 (SS400)

4 - PL    100 x 6 x 200(SM400A)

8 - ホールインアンカー  M12 x 100(SS400)

2 - L  30 x 30x 3 x 1680 (SS400)

2 - □ 50 x 50x 3.2 x 2100 (STKR400)

450

1
6
80

新設RC縁端拡幅

転落防止柵-A

転落防止柵-B

転落防止柵-A

転落防止柵-B
転落防止柵-A

転落防止柵-B

転落防止柵-B

1665

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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側　面　図

江戸川橋(下り線) A2橋台転落防止柵撤去図 S=1:75

   作図を行っている。

注記）

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは全て完成図を基に

2.部材加工・製作に際しては現地計測を行い実測結果を反映すること。

 A2橋台転落防止柵撤去図

1:75縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

江戸川橋(下り線)

正　面　図

平　面　図

3
4
00

1
7
75

1
6
25

A
2

P
5側

G2
G1 CL

CL

2
1
00

110

2
00

1
3
50

75

8×1830=14640

110 8×1830=14640

A2

P5側

3400

1625 1775

200 1350 75

8 - Pipe  25A x 900 (SGP)

撤去材料

16- PL    100 x 6 x 160(SM400A)

32- ホールインアンカー  M12 x 100(SS400)

9
00

1
6
80

1665

2
1
00

2 - L  30 x 30x 3 x 1665 (SS400)

4 - PL    100 x 6 x 200(SM400A)

8 - ホールインアンカー  M12 x 100(SS400)

2 - L  30 x 30x 3 x 1680 (SS400)

2 - □ 50 x 50x 3.2 x 2100 (STKR400)

新設RC縁端拡幅

転落防止柵-A

転落防止柵-B

転落防止柵-A

転落防止柵-A

転落防止柵-B

転落防止柵-B

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事

25     36



側　面　図

江戸川橋(下り線) A2橋台転落防止柵改良図 S=1:75

 A2橋台転落防止柵改良図

1:75縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

江戸川橋(下り線)

正　面　図

平　面　図

3
4
00

1
7
75

1
6
25

A
2

P
5側

G2
G1 CL

CL

4
50

2
1
00

110

2
00

1
3
50

75

8×1830=14640

110 8×1830=14640

A2

P5側

3400

1625 1775

200 1350 75

再設置材料

450
新設

2 - L  30 x 30x 3 x 1680 (SS400)

新設材料

2 - L  30 x 30x 3 x 450 (SS400)

32- ホールインアンカー  M12 x 100(SS400)

注記）

 1.製作は現地にて再度寸法を計測し確認後行なうこと。

4
50

1
6
80

8 - Pipe  25A x 900 (SGP)

16- PL    100 x 6 x 160(SM400A)

2 - L  30 x 30x 3 x 1665 (SS400)

4 - PL    100 x 6 x 200(SM400A)

8 - ホールインアンカー  M12 x 100(SS400)

2 - L  30 x 30x 3 x 1680 (SS400)

2 - □ 50 x 50x 3.2 x 2100 (STKR400)

新設RC縁端拡幅

転落防止柵-A

転落防止柵-B

転落防止柵-A

転落防止柵-B

転落防止柵-B

転落防止柵-A

転落防止柵-B

1665

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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江戸川橋(上り線) P3橋脚既設落橋防止構造撤去図 S=1:100

   作図を行っている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは全て完成図を基に

2.部材加工・製作に際しては現地計測を行い実測結果を反映すること。

 P3橋脚既設落橋防止構造撤去図

図示縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

江戸川橋(上り線)

正　面　図 側　面　図

4
20

6
60

1
9
20

70313809954

15466

平　面　図

3
0
00

1.99%
G2RG2L

G1RG1L

P4側

P3

P2側

4
2
00

2
1
00

2
1
00

1
5
77

5
23

5
23

1
5
77

P3

P
4側

P
2側

2800

3400

2800

G1L

G1R

G2L
G2R

400 400250

桁補強

G1L

G1R

G2L

G2R

1283

1009

1283

1009

L1

PCケーブル

許容耐力2242kN

P2側

G1L

G1R

G2L

G2R

1034

1282

1034

1282

P4側

水平補剛材切断切削・撤去

5023

4997

5023

4997

L4

4200

2100 2100

L1 L1

540 200 540 300

L21040

200300

L2 1040桁補強

526 556

446 366

526556

446366

LEVEL

上部工付ブラケット上部工付ブラケット

6
00

6
00

L3

L4

778

504

778

504

L2

529

777

529

777

3863

3837

3863

3837

L3

1
4
50

1925

新設マンホール

1
4
50

1923

水平補剛材切断切削・撤去

新設マンホール

既設落橋防止構造撤去

522.2

6
00

PCケーブル孔φ120

522.2

6
00

522.2

6
00

PCケーブル孔φ120

522.2

6
00

2249(2262) 2813(2811) 3429(3408) 2813(2811) 2505(2517)

※　( )内寸法はP4側を示す。

既設落橋防止構造撤去図 S=1:50

1
5
09

550

155 225 170

525

155250120

5
30

5
30

40
6
x7
5=
4
50

40

40
6
x7
5=
4
50

40

40 75 40

40 75 40

220

250400 400

既設落橋防止構造撤去(撤去数：4箇所)

2-PL 530x28x550(SM400A)

2-PL 530x38x155(SM400A)

2-PL 530x28x525(SM400A)

1-PIN M90x310(S35C)

1-1種、3種ナット　M90

2-PL 180φx12

14-HTB M22x110(F10T)

14-HTB M22x185(F10T)

上部工付ブラケット

上部工付ブラケット

主桁補強材

主桁補強材

3
863

3
837

3
863

3
837

G1R,G2Lのみ G1R,G2Lのみ

注記）

520

520 520
520

12 12 12 12

PCケーブル

許容耐力2242kN

8
00

数量名称 種別 単位

数量表

撤去工 4.0箇所落橋防止構造

三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
常磐自動車道 
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三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
常磐自動車道 

江戸川橋(下り線) P3橋脚既設落橋防止構造撤去図

 P3橋脚既設落橋防止構造撤去図

図示縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

江戸川橋(下り線)

正　面　図

平　面　図

95413809703

15466
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4側
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2側

1.99%

G2RG2L
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側　面　図
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G1R

G2L

G2R
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L1

P2側

G1L

G1R

G2L

G2R

1034

1282

1034

1282

P4側

5023

4996

5023

4996

L4

778

503

778

503

L2

529

777

529

777

3863

3836

3863

3836

L3

側　面　図

4
20

6
60

1
9
20

3
0
00

P4側

P3

P2側

400 400250

桁補強
水平補剛材切断切削・撤去

4200

2100 2100

L1 L1

540 200 540 300

L21040

200300

L2 1040桁補強

526 556

446 366

526556

446366

LEVEL

上部工付ブラケット上部工付ブラケット

6
00

6
00

L3

L4

1
4
50

1925

新設マンホール

1
4
50

1923

水平補剛材切断切削・撤去

新設マンホール

既設落橋防止構造撤去

既設落橋防止構造撤去図 S=1:50

1
5
09

550

155 225 170

525

155250120

5
30

5
30

40
6
x7
5=
4
50

40

40
6
x7
5=
4
50

40

40 75 40

40 75 40

220

250400 400

既設落橋防止構造撤去(撤去数：4箇所)

2-PL 530x28x550(SM400A)

2-PL 530x38x155(SM400A)

2-PL 530x28x525(SM400A)

1-PIN M90x310(S35C)

1-1種、3種ナット　M90

2-PL 180φx12

14-HTB M22x110(F10T)

14-HTB M22x185(F10T)

522.2 522.2 522.2 522.2

2500(2513) 2813(2811) 3428(3408) 2813(2811) 2255(2266)

6
00

6
00

6
00

6
00

PCケーブル孔φ120
PCケーブル孔φ120

※　( )内寸法はP4側を示す。

上部工付ブラケット

上部工付ブラケット

主桁補強材

主桁補強材

3
863

3
836

3
863

3
836

G1R,G2Lのみ
G1R,G2Lのみ

520
520 520

520

12121212

PCケーブル

許容耐力2242kN

PCケーブル

許容耐力2242kN

8
00

S=1:100

   作図を行っている。

1. 本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは全て完成図を基に

2.部材加工・製作に際しては現地計測を行い実測結果を反映すること。

注記）

数量名称 種別 単位

数量表

撤去工 4.0箇所落橋防止構造
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3
18
.5

3
18
.5

250 40 @ 975 = 39000

2-Pipe 318.5φ × 9 × 9500(STK41) 2-Pipe 318.5φ × 9 × 9750(STK41) 2-Pipe 318.5φ × 9 × 10750(STK41)

CL

24
7

610
0

88
0

10
0

6

36
7

17
06

247
6

100

1000

100
6 247

1706

3 3

C

C

"E"

D

D
1
6
55

3
18
.5

6
09
.6

260 20 @ 1950 = 39000

1Pipe 609.6φ × 6 × 9510(STPY41) 1Pipe 609.6φ × 6 × 9750(STPY41) 1-Pipe 609.6φ × 6 × 10750(STPY41)

CL

A-A

B-B

1
1
90

240
6

100

1060

100
6

409

1921

"F"

3 3

 2-Pipe 76.3φ × 3.2 × 1080(STK41)

120-PL  76.3φ × 6
 2-Guss PL 155 × 6 × 260

38-Pipe 76.3φ × 3.2 × 1200(STK41)
20-Pipe 76.3φ × 3.2 × 1030(STK41)

39-Guss PL 160 × 6 × 490
20-Guss PL 160 × 6 × 290

80-PL   101.6φ × 6
20-Guss PL 170 × 6 × 465

40-Pipe 101.6φ × 4.0 × 1260(STK41)

19-Guss PL 170 × 6 × 635
 2-Guss PL 170 × 6 × 315

1950 1950 1950 1950 1950 1950 1950 1950 1950

1950 1950 1950 1950 1950 1950 1950 1950 1950

:ガス切断撤去位置

S=1:40

16
55

60°

60°

60°

30

1400

15920
6

1030 15920
6

304 304

60
°

1
5

60°

60
°

31
4

46
0

30

4

4

4

4

4

1

2
3

5

4

5

D-D

 2-Rib PL 110 × 6 × 2601

2

3

4

5

 2-Rib PL 150 × 6 × 325

 2-Rib PL 100 × 6 × 270

 1-Rib PL 150 × 6 × 380
 2-Rib PL 115 × 6 × 410

A A

B

B

S=1:20"E"部 S=1:20"F"部

76.3

15

15

24
7

6
10
0

15

約
20

3

4

24
0

6
10
0

15
101.6 15

15

約
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3

4

S=1:10"G"部

6

R30

6

1
5

1
50

15

100

C-C(P1)

1
9
00

1
5
00

4
00

13
3
25

132260 34

4
67

▽16.313

1300 100

600

3350

1850100

14001150

8
39

13

300 300

6
95

13 22 6036

C-C(A1)

1
9
00

1
5
00

4
00

13
2
00

132260

32

3
40

▽16.637

1260 100

560

2960

1500100

1400800

7
20

13

300

5
80

13 22 6032

6

6

900 1400 660

2960

1250 1400 700

3350

6

 1-Pipe 318.5φ × 9 × 1400(STK41)

 1-Flg PL 400 ×13 ×2960
 1-Web PL 580 × 9 ×2960

 2-Pipe 318.5φ × 9 × 1900(STK41)
 8-Rib PL 100 × 9 × 150

 1-Flg PL 400 ×13 ×3015
 2-StiffPL 195 × 13 × 580
 2-StiffPL 195 × 13 × 405
 6-StiffPL 195 × 13 × 200

 1-Pipe 318.5φ × 9 × 1400(STK41)

 1-Flg PL 400 ×13 ×3350
 1-Web PL 695 × 9 ×3350

 2-Pipe 318.5φ × 9 × 1900(STK41)
 8-Rib PL 100 × 9 × 150

 1-Flg PL 400 ×13 ×3375
 2-StiffPL 195 × 13 × 695
 2-StiffPL 195 × 13 × 567
 2-StiffPL 195 × 13 × 473
 2-StiffPL 195 × 13 × 379
 2-StiffPL 195 × 13 × 325

"G"

3
95

4
00

790

φ
60
9.
6
90

4

4

6

6
200

100

9

S=1:40取付金具

 1-PL 790 × 9 × 795

 2-PL 200 × 9 × 400

S=1:20伸縮装置

6
0
9.
6φ

97.5 280 97.5

475

40
40

6
8
9.
6φ

20@1950=39000985 1000 25@2000=50000 1015

P1 P2
A1

9500 9750 10750 9000 10750 10000 9000 1025010000

位 置 図

S=1:60

／

図示縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

小貝川橋

水管橋詳細図(その1)

小貝川橋 水管橋詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

S=1:60

S=1:60S=1:60

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事

種　別 単位 数　量 備　考

数量表

1.0箇所水管橋撤去工

項　 目
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3
18
.5

3
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.5

250 50 @ 1000 = 50000

2-Pipe 318.5φ × 9 × 10750(STK41) 2-Pipe 318.5φ × 9 × 10000(STK41) 2-Pipe 318.5φ × 9 × 9000(STK41)

3

C
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D

D
1
6
55
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.5

6
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265 25 @ 2000 = 50000

1Pipe 609.6φ × 6 × 10765(STPY41) 1Pipe 609.6φ × 6 × 10000(STPY41) 1-Pipe 609.6φ × 6 × 9000(STPY41)

A-A

B-B

1
1
90

 2-Pipe 76.3φ × 3.2 × 1095(STK41)

150-PL  76.3φ × 6
 2-Guss PL 160 × 6 × 255

48-Pipe 76.3φ × 3.2 × 1210(STK41)
25-Pipe 76.3φ × 3.2 × 1030(STK41)

49-Guss PL 160 × 6 × 500
25-Guss PL 160 × 6 × 290

100-PL   101.6φ × 6
 2-Guss PL 170 × 6 × 320

50-Pipe 101.6φ × 4.0 × 1270(STK41)

25-Guss PL 170 × 6 × 470
24-Guss PL 170 × 6 × 645
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:ガス切断撤去位置
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 2-Rib PL 110 × 6 × 2601
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 2-Rib PL 150 × 6 × 325

 2-Rib PL 100 × 6 × 270

 1-Rib PL 150 × 6 × 380
 2-Rib PL 115 × 6 × 410
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 1-Pipe 318.5φ × 9 × 1400(STK41)

 1-Flg PL 400 ×13 ×3250
 1-Web PL 695 × 9 ×3250

 2-Pipe 318.5φ × 9 × 1900(STK41)
 8-Rib PL 100 × 9 × 150

 1-Flg PL 400 ×13 ×3275
 2-StiffPL 195 × 13 × 695
 2-StiffPL 195 × 13 × 604
 2-StiffPL 195 × 13 × 507
 2-StiffPL 195 × 13 × 409
 2-StiffPL 195 × 13 × 325
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 1-Pipe 318.5φ × 9 × 1400(STK41)

 1-Flg PL 400 ×13 ×3300
 1-Web PL 570 × 9 ×3300

 2-Pipe 318.5φ × 9 × 1900(STK41)
 8-Rib PL 100 × 9 × 150

 1-Flg PL 400 ×13 ×3325
 2-StiffPL 195 × 13 × 570
 2-StiffPL 195 × 13 × 447
 2-StiffPL 195 × 13 × 351
 2-StiffPL 195 × 13 × 255
 2-StiffPL 195 × 13 × 200

6

6

"G"
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φ
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S=1:40取付金具

 1-PL 790 × 9 × 795

 2-PL 200 × 9 × 400

1120

1060
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"H"部
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ゴムパッキング
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6
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.
6φ

 1-Pipe 609.6φ × 6 × 1500(STK41)

 1-PL 730φ × 6
 8-BN M16 × 35(ナット溶接)

 1-PL 730φ × 6

 1-PL 730φ × 3(ネオプレンゴム)

 1-Pipe 609.6φ × 6 ×  850(STK41)

20@1950=39000985 1000 25@2000=50000 1015
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9500 9750 10750 9000 10750 10000 9000 1025010000

位 置 図

S=1:60

S=1:60

S=1:60 S=1:60

／

図示縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

小貝川橋

水管橋詳細図(その2)

小貝川橋 水管橋詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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40000

50040485 500

50000

50051000

MOV A

MOV B
FIX A

FIX BMOV A

MOV B

FIX A

FIX B
86°

20'51"

位 置 図

S=1:60

／

図示縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

小貝川橋

水管橋詳細図(その3)

小貝川橋 水管橋詳細図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

S=1:60S=1:60

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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900 800

φ
7
70

ボルトM22

φ609.6

26 26

受台

ハチマキ 150

200

ブラケット

150ハチマキ

上部工付

t=9

φ770

1
50

φ
6
0
9
.6

2

2

33

終点方起点方

t=9 t=9

W=80、W=1780+160、t=9

W=200、L=800

ハチマキ
t=9

ハチマキ
t=9

φ609.6

1
4
00

ボルトM22

φ
7
70

φ
6
0
9
.6

900 800

11

つなぎ材
W=100、W=630、t=9

下部工付
W=150、W=700+50、t=9

ブラケット

上部工付
W=80、W=1780+160、t=9

下部工付
W=150、W=250+50、t=9

下部工付
W=150、W=300、t=9

下部工付
W=150、W=950+50、t=9

S=1:40

2-2

3 - 3

1 - 1

／

1:40縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

小貝川橋

水管橋詳細図(その4)

小貝川橋 水管橋詳細図(その4)

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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▽施工時水位(非出水期過去5年間) 9.638(T.P.)

▽施工時水位(非出水期全期間) 10.850(T.P.)

A1

ST
A.5

7+
53
.41

5

P1 P2

▽10.000

▽20.000

確保してください。

部材の組み立て時は、必ず対象部材へ安全ブロックを設置後、

組み立て作業を行ってください。

個人墜落防止具・安全ブロックは、墜落時・落下時の衝撃にも

先行床施工式フロア型システム吊足場の拡張(展開)時は、1.

2.

3.

十分耐えられる強固な箇所へ取り付けてください。

先行床施工式フロア型システム吊足場拡張（展開）

チューブ孔間隔 対応フランジ幅

170 ～ 197

210 ～ 237

250 ～ 277

290 ～ 317

330 ～ 357

370 ～ 397

410 ～ 437

450 ～ 477

490 ～ 517

530 ～ 557

対応チューブ

91・67・39

570 ～ 597

400(10スパン)

440(11スパン)

480(12スパン)

520(13スパン)

 80( 2スパン)

120( 3スパン)

160( 4スパン)

200( 5スパン)

240( 6スパン)

280( 7スパン)

320( 8スパン)

360( 9スパン)

610 ～ 637

91・67・39

91・67・39

91・67・39

91・67・39

91・67

91・67

91・67

91・67

91・67

91・67

91・67

ビームクランプチューブ

対応寸法表

※水管重量を 1200(kg) 以下とする。

※一般部の積載荷重は、200 (kg/m2) 以下とする。

※張出部の積載荷重は、150 (kg/m2) 以下とする。

※水管重量を 1200(kg) 以下とする。

※一般部の積載荷重は、200 (kg/m2) 以下とする。

※張出部の積載荷重は、150 (kg/m2) 以下とする。

※　 印は、ﾋﾞ-ﾑｸﾗﾝﾌﾟﾌｯｸを使用する。

※   印は、先付けﾋﾟ-ｽ使用とする。

75 7513@40=520

L

85 400 支間長　40000 支間長　51000

チェーン連結金具
QDCLJ チェーン・ワイヤー連結金具

QD専用吊りチェーン
QDHC24×2本

4800

Ａ-Ａ 断面図 S=1:400

P1

P2

A1

平面割付図 S=1:400

4800

249624962496624

48672

2496 2496 2496 6242496 2496 24962496 2496 24962496 2496 24962496 2496 24962496

624 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 2496 62448672

1
2 77

2
4 96

1
2 77

5
0 50

36684

36684

12.850

24@2000=4800020@1950=39000 2000

3
7
02

支保工Ａ（積載荷重0.2t/m2）

4
80
0

3
6
68

2496

支保工Ｂ（積載荷重0.4t/m2）

支保工Ａ（積載荷重0.2t/m2）

支保工Ｂ（積載荷重0.4t/m2）

1
59
2 5 2496

作業時の厳守事項

２人１組で作業し、各々が適切に個人墜落防止具で安全を

小貝川橋 水管橋撤去仮設図(その1)

1:400縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

小貝川橋

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

水管橋撤去仮設図(その1)

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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S=1:40

デッキパネル
QDWD **
t=19mm t=19mm

QDWD **
デッキパネル

ﾃﾞｯｷ固定用平頭ﾈｼﾞ QDFFBJ

ﾃﾞｯｷ固定ﾌﾟﾚｰﾄ

QDWDFP 25J

QD NJ
QD J**

QD HC**

吊ﾁｪｰﾝ

ﾉｰﾄﾞ
ｼﾞｮｲｽﾄ

QD CFPJ

ﾁｪｰﾝ固定ﾌﾟﾚｰﾄ

QD CFPJ

ﾁｪｰﾝ固定ﾌﾟﾚｰﾄ

QD HC**

吊ﾁｪｰﾝ

※チェーンに角度がつく場合は
　固定プレートに負荷がかからない
　方向に接続してください。

QDWD **
デッキパネル

t=19mm

ﾃﾞｯｷ固定ﾌﾟﾚｰﾄ

QDWDFP 13

ﾃﾞｯｷ固定用平頭ﾈｼﾞ QDFFBJ

デッキパネル納まり(QDJ13J部)

ﾃﾞｯｷ固定ﾌﾟﾚｰﾄ

t=19mm
QDWD **

デッキパネル

QDWDFP 06

S=1:40

ﾃﾞｯｷ固定用平頭ﾈｼﾞ QDFFBJ

デッキパネル納まり(QDJ06部) S=1:40 デッキパネル納まり(QDJ25J部) チェーン接続部納まり(ノード)

S=1:40

ﾋﾞｰﾑｸﾗﾝﾌﾟﾌｯｸ

QD BCF12

ﾋﾞｰﾑｸﾗﾝﾌﾟﾁｭｰﾌﾞ

QD BCT**

ﾁｪｰﾝ連結金具

QD CLJ

QD HC**

吊ﾁｪｰﾝ

QD BCP

ﾋﾞｰﾑｸﾗﾝﾌﾟﾋﾟﾝ

ビームクランプ(QDBCF12)納まり※軽量タイプ

手摺

中さん

巾木天端

S=1:40

QD GRPB13

手摺支柱ﾍﾞｰｽ

ﾎﾘｿﾞﾝﾀﾙ設置位置

QD TB**

専用幅木

QD NJ

ﾉｰﾄﾞ

QD WD**

ﾃﾞｯｷﾊﾟﾈﾙ

QD J**

ｼﾞｮｲｽﾄ

手摺支柱ﾍﾞｰｽ

QD GRPB13

手摺支柱納まり

先付けﾋﾟ-ｽ

※溶接固定

先付けピ－ス納まり

30ﾟ以内

ﾁｪｰﾝﾜｲﾔｰ連結金具

QDCWLJ

QD HC**

吊ﾁｪｰﾝ

チェーン連結部納まり

ﾁｪｰﾝ連結金具

QDCLJ

吊ﾁｪｰﾝ

QDHC**

ノ－ドピン納まり

ｼﾞｮｲｽﾄ

QD J**

吊ﾁｪｰﾝ

ﾉｰﾄﾞ

QD NJ

QD HC**

QD NPJ

ﾉｰﾄﾞﾋﾟﾝ(回転防止用)

QD NPJ

ﾉｰﾄﾞﾋﾟﾝ(連結用)

伸縮斜めブレース

バーチカル

ホ
リ
ゾ
ン
タ
ル ト

ラ
ス
ビ
ー
ム

トラスビ－ムタイプ納まり図

杉板固定金具

杉
板

杉
板

番線

□
-6
0×

60
×
2.
3t

ク
サ
ビ
打
込
み
固
定
→

MAB-1209
NSﾌﾞﾚ-ｽ

VPMS-12
Sﾊﾞ-ﾁｶﾙ

HL-0857
ﾎﾘｿﾞﾝﾀﾙ

ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾋﾟﾝ
CP-02

ﾋﾟｸﾞﾃｨﾙﾋﾟﾝ
LP-02

NSﾌﾞﾚ-ｽ

Sﾊﾞ-ﾁｶﾙ

HL-0857
ﾎﾘｿﾞﾝﾀﾙ（根がらみ）

SJBH-20A
ｼﾞｬｯｷﾍﾞ-ｽ

VPMS-09

敷角　PLY-240

MAB-0609

ジョイント部 納まり ベース部 納まり

3
00

3
00

3
00

2
24

1
1
24

3
63

1
61

231 470 152 319.5 152 319.5 152 470 231

2496

231 332 152 332 231

1277624

231 163 231

54

39 64

1
61

CL
GB1 GB2 GB3 GB4 GB5 GA5 GA4 GA3 GA2 GA1

CLGB1 GB2 GB3 GB4 GB5 GA5 GA4 GA3 GA2 GA1

▽15.015

▽15.499

※水管重量を 1200(kg) 以下とする。

※一般部の積載荷重は、200 (kg/m2) 以下とする。

※張出部の積載荷重は、150 (kg/m2) 以下とする。

▽単管足場

31900

15400 154001100

1375 3100 3100 3100 3100 1625 137531003100310031001625

7
50

2
5
00

1277 2496 1277

5050

1
38

1
2
00

1
2
00

9
00

1
85

28

3
6
51

1277 2496 1277

20825

ジャッキベース SJBH-20A

Sバーチカル　VPMS-09

Sバーチカル　VPMS-12

カップリングピン CP-02
ピグティルピン LP-02

Sバーチカル　VPMS-12

カップリングピン CP-02
ピグティルピン LP-02

1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225 1225

敷角 PLY-240

▽作業床

幅木

アスファルト舗装 t=75mm

鉄筋コンクリート床版 t=230mm

杉板 35t

根太 □-60×60×2.3t @=306
大引 トラスビーム □-40×40

2425

Ｃ-Ｃ 断面図Ｂ-Ｂ 断面図 S=1:100

連結ノード QDNJ

手摺支柱ベース

QDジョイスト QDJ25J

QDGRPB-13

3.000%

□-100×100×3.2tカサ上げ材

アスファルト舗装 t=75mm

鉄筋コンクリート床版 t=230mm

軽量ビームクランプフック QDBCF12
ビームクランプチューブ QDBC67

チェーン連結金具
QDCLJ

□-100×100×3.2t

チェーン・ワイヤー連結金具
QDCWLJ

QD専用吊りチェーン
QDHC24×2本

台車

31900

15400 154001100

1375 3100 3100 3100 3100 1625 137531003100310031001625

S=1:100

3.000%

3.000%

3.000%

3.000% 3.000%

小貝川橋 水管橋撤去仮設図(その2)

縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 

株式会社　建設技術研究所

／

施工会社名

小貝川橋

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

水管橋撤去仮設図(その2)

図示

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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15000
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0 L=35.500m
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敷砂利工 t=10cm
A=256.5m2

1
2.
85
0

荷取ステージ

工
事
用
道
路
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約
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0
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=
3.048ｍ

 

敷
鉄
板
 
Ａ
=
9
1
.4ｍ

2

5000 5500

1:
1

大型土のう

盛土A 右岸堤防

7.18 m2

敷砂利工 t=10cm

盛土工

敷砂利工

名　　称 種　別 単位 数　量 摘　　要

t=10cm

m3

袋

m2

253.1

106

256.5

91.4

A

大型土のう

敷鉄板 t=22mm

土木シート B=8.5m

471.8土木シート

m2

m2

設置・撤去

設置・撤去

設置・撤去

設置・撤去

設置・撤去

小貝川橋 水管橋撤去工事用道路計画(参考図)

S=1:500右　岸　図

標　準　横　断　図 S=1:250

／

図示縮　 　 尺

 事務所名 

設計会社名

図面の種類

 図面番号 ／

施工会社名

小貝川橋

水管橋撤去工事用道路計画(参考図)

東日本高速道路株式会社　関東支社

谷和原管理事務所

平　面　図 S=1:750

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事

種　別 配置人員

交通誘導警備員Ｂ２

合計

交通保安要員数量表　1箇所当り

１ １

単位

人・日

備　考

小貝川右岸河川管理用道路

交替要員

-
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絹の台五丁目

関
  
東
  
鉄
  
道
　
常
　
盤
　
線

図 示 図面番号

設計会社名

縮　　　尺

事務所名

図面の種類 土取場・土捨場配置図

   /　 

施工会社名

東日本高速道路株式会社 関東支社

谷和原管理事務所

東日本高速道路株式会社 関東支社

土取場・土捨場配置図

常磐自動車道

至 水戸

↑

←至 東京

谷和原管理事務所

搬入ルート

搬出ルート

土取場

土取場・土捨場（谷和原ＩＣ内） 縮 尺　1:2000

常磐自動車道 
三郷ＩＣ～谷田部ＩＣ間耐震補強工事
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